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特集運ばれた黒曜石

火山岩の一種である黒曜石は、ガラス質であるために強い衝撃を受けると割れやすく、また割れる

と鋭利な縁辺が生み出されます。これらの特性は、人類が道具として使う石器の材料としてみた場

合、加工しやすく、また加工によって鋭い刃が容易に得られる、ということになります。こうした特

性をもっていたことから、旧石器文化以来、黒曜石は世界各地で人類が使う石器の材料と して重視さ

れてきました。

北海道大学構内の縄文文化晩期から擦文文化にかけての遺跡からも、多くの黒曜石製石器が出土し

ています。本特集では、そうした黒曜石がどこから持ち運ばれてきたのかを探ります。
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企北大構内の工学部共用実験研究棟地点から出土した黒曜石製の石器

いずれも続縄文文化後半の北大期に属している。小樽・余市に近い赤井川地区から産出した黒曜石が主に用い

られている(3頁参照)。狩猟によって得られた動物の皮革加工に利用されていた鐙器が多数確認された。



黒曜石製石器が出土した地点

北海道大学の札幌キャンパス内から、埋蔵文化財調査室による調査で黒曜石製の石器が出土してい

るのは49地点、発見された黒曜石製石器の総計は50，660点になります。

(Hughes et a1.1993. Geological Society of America Special Paper 283をもとに作成)

企黒曜石の生成状況に聞する模式図

黒曜石は、火山から噴出した流紋岩質マグマあるいはデイサ
イト質マグマが地表で急速に冷却されることで溶岩の外皮に生
成されます。
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(金成他2010r考古学と自然科学J60掲載の函をもとに作成.図中の円は、各産地の
測定値の分布績を示す.膏lま北海道、緑は東北地方の産地.) 

企北海道・東北地方における産地ごとでの黒曜石の成分の違い

(蛍光X線分析による)

黒曜石は化学的には二酸化ケイ素(SiO，)1こよって大半がしめられ
ていますが、カリウム(K)、ルビジウム(Rb)、ストロンチウム(Sr)、ジ

ルコニウム(Zr)なども含まれています。そうした成分の比が産地ごと

で異なる点をもとにして、現在、遺跡出土の黒曜石の産地推定がお

こなわれています。試料を破渡することなく、また短時間で多量の

試料分析が可能な蛍光X線分析装置を用いた研究が、現在では盛

んで1九

北大構内の遺跡出土黒曜石製石器(10点以上石器が出土している集落・キャンプサイト)
地点 地点名 時期 右犠 模形宥tI 右. 尖頭器 掻器 同rJ器 有柄右犠 右匙 動j片・砕片 右核 原右 その他

人文・社会科学総合教育研究機地点 縄文晩期~ 215 1，491 46 6 30 156 15 4 31，187 45 17 
続縄文前半

2 ゲストハウス地点 続縄文前半 3 17 140 

3 学生節体育館地点 続縄文後半 11 396 

4 創成科学研究棟南地点 続縄文後半 6 18 23 9 6，995 

5 北キャンパス道路地点北地区 続縄文後半 3 45 13 193 3 

6 ポプフ並木東地点 続縄文後半 92 5，644 11 9 不定形石器4

7 中間盆地点 続縄文後半 217 

8 纏物園収蔵庫地点 続縄文後半~ 5 7 2 53 
機文

9 工学部共用実駿研究纏地点
続縄文後半~

3 166 3 156 3 11，276 55 20 
娘文

10 .幹整備共同溝理学飾北側地点 続縄文 38 

11 サーヲル会館地点 擁文前期 14 

12 サッカー・フグピ一場地点 担喜文前期 2 54 

13 恵迫寮地点{サヴシュコトニ川遺跡) 銀文中期 2 17 48 3 

14 .学節附属植物園事務所地点 複文中期 45 

15 工学鶴核磁気共鳴装置研究棟地点 擦文中期 42 

16 西門地点 嬢文中期 9 4 

17 共同潟地点 療文中期 16 

18 南新川国際交流会館地点 擦文後期 3 12 



-北海道における黒曜石の産地の分布

日本列島には火山が多くあるため、近畿、中国、四国を

除いた列島各地には黒曜石の産地があります。北海道では、

図に示した箇所が黒曜石の産地として知られています。 こ

のうち白滝地区、置戸地区、十勝地区、赤井川地区は、産

出量の多さから f4大産地」とも呼ばれ、先史時代の長き

にわたって、ここから産出した黒曜石が道内各地の遺跡へ

持ち運ばれていたことが、産地推定に関する研究の結果明

らかにされています。

可。
名寄地区 (名寄系)

白滝地区 (赤石山系・十勝石沢系)

社名淵地区 (社名淵系)三

旭川地区 (旭川系)

生国原地区
(生国原系)

赤井川地区
(赤井川系) 置戸地区

(置戸山系・所山系)三

σ ケショマップ地区
(ケショマップ系)

十勝地区
(上士幌系・美蔓系)豊浦地区 (豊浦系)

(金成他2010W考古学と自然科学~ 60より)

A 北海道における黒曜石産地の分布

地形・地質情報も考慮したうえで、蛍光X線分析により微量元素の
比の相違によって判別された産地を『系』と呼ぶ。火山帯や河川流減
など地形 ・地質条件をもとに「系』をまとめたものを「地区」と呼ぶ。

-黒曜石の産状

企白滝地区の赤石山 (八号沢)の黒曜石露頭

cw白滝遺跡群 1~ 財団法人北海道埋蔵文化財センターより )

道内の黒曜石産地のなかでも、北海道東部遠軽町

の白滝地区は莫大な産出量と採集される原石の大き

さの点で特筆すべき産地です。白滝では、200数十

万年前の火山活動により生成された黒曜石が巨大な

露頭で見ることができ、また周辺では実際に 1mを

こす原石も採集されています。白滝からは200km以

上も遠く離れた石狩低地帯の遺跡でも、大形の石器

を作ろうとするときには、白滝地区産の黒曜石が選

択されることがしばしば認められます。
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-北大構内遺跡出土の黒曜石産地推定分析

グラフは、明治大学文化財研究施設の杉原重夫・金成太郎氏によって蛍光X線分析法を用いておこなわれた、北大

構内の縄文文化晩期や続縄文文化の遺跡から出土した黒曜石製石器の産地推定分析の結果です(詳細な内容につい

ては 2012年 3月刊行予定『北大構内の遺跡X医』に掲載予定 )。縄文文化晩期では遠隔地の白滝地区産が半数近く

に達していましたが、その後、白滝地区産の比率は減少する一方で、近隣の産地である赤井川地区産の比率が増加し、

続縄文文化後半期になるとほとんどが赤井川地区産によって占められるようになります。

縄文文化から長く続いてきた遠隔地産の黒曜石を入手するノレートが続縄文文化後半途絶えてしまった背景には、

何があったので、しょうか。この時期の社会の変化を明らかにする鍵がここにありそうです。
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地点1(14d層)(N=32) 

縄文晩期後葉

地点1(14a層)(N=69) 

続縄文前半(大狩都期)

地点1(12c層)(N=92) 

続縄文前半(恵山期)

地点4(N=30) 

続縄文後半(後北C2-D期)

地点5(N=28) 

続縄文後半(後北C2-D期)

地点9(8d層)(N=31) 

続縄文後半(北大綱)
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A北大構内遺跡出土黒曜石製石器の産地推定分析の結果
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.石器から鉄器への置換 縄文晩期 l続縄文前半 l続縄文後半| 療文前期 | 擦文中期 | 療文後期

模形
石器

掻器
削器

石鉱

石錐

尖頭器

有柄石fi
右匙

北海道では続縄文文化から擦文文化に

かけて、次第に発見される石器の種類およ

び出土量が減少することがわかってしま7九

北大構内の遺跡データ(2頁参照)からもこの

傾向は読み取れま7九消えてしまった種類の

石器は、主に本州との交易によって普及して

きた鉄器によって置き換わってしまったものと

考えられますユこの時期の石器利用の動向を

把握することによって、鉄器の普及過程やそ

れを可能にした交易のネットワークについて

も明らかにできます二 A縄文晩期から嫁文文化への黒曜石製石器の消長(左側の石器は人文・社会科学総合教育
研究棟地点から出土した商IJ器、右側の鉄器は恵庭市西島松5遺跡から出土した万子)

. 【お知らせ】第5回北海道大学埋蔵文化財調査室調査成果報告会を開催します

調査成果報告会は、当調査室が毎年北大構内で、おこなってい

る埋蔵文化財に関する調査・研究の成果を、一般市民の皆様にも

広くご理解し、ただけるよう普及・教育活動の一環として開催しており

ますユ今回は、考古学とも関連が深い、人類に甚大な影響を与えて

きた地震や津波の痕跡の研究の成果についてもご紹介いたしま

す二多くの方々のご参加をお待ちしておりますユ

.誌Ii:担・:l1'Ul・

日時:2012(平成24)年2月19日(日) 13時~

会場:北海道大学学術交流会館第一会議室

(札幌市北区北8条西5丁目、大学正門から入って左手すぐ)

参加費:無料

参加申し込み:不要(直接、会場にお越し下さい)

~~温冨7!11・

13:00…開催あいさつ

一一一一[第1部調査成果報告】一一一一

13:05…守屋豊人(北海道大学埋蔵文化財調査室)

「埋蔵文化財調査室による2011年度調査の概要J

13:25…高倉純(北海道大学埋蔵文化財調査室)

rK39遺跡医学部陽子線研究施設地点の調査J

13:55・・荒山千恵(北海道大学埋蔵文化財調査室)

rK39遺跡附属図書館本館再生整備地点出土土器群の様相J

14:25…休懇

一一一一[第2部考古学と関連科学】一一一一

14:40…平川|一臣(北海道大学大学院地球環境科学研究院)

「千島海溝・日本海構の超巨大津波履歴とその意味

:考古学的観点を含めてJ

15:30…終了

※会場で出土資料の展示を16時までおこないまホムまた、埋蔵文化財調査

室展示室の見学が16時30分まで可能ですユ(見学任意)

北海道大学埋蔵文化財調査室ニュースレター 第13号

お互いにモノを交換するということは、人績が太古の

普からおこなってきた行為の一つです。しかしながら、そ

の行為が考古資料という物的恒拠から臨み取れることは

決して多くはありません。化学的な分析によって遺〈離れ

た産地からの持ち運びが特定できる黒曜石は、その重要

な手がかりとなりえます(高倉)。
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